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晩
翠
橋
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木
県
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須
塩
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市

　
一
九
三
二（
昭
和
七
）年
に
竣
工
し
た
名
橋
で
あ

る
。勇
ん
で
取
材
に
赴
い
た
が
、那
珂
川
で
鮎
の
釣
果

を
狙
う
釣
り
人
が「
何
を
そ
ん
な
に
一
生
懸
命
撮
っ
て

い
る
ん
だ
？
」と
不
思
議
そ
う
に
尋
ね
て
き
た
。い
さ
さ

か
拍
子
抜
け
し
た
気
分
に
な
る
。

　
明
治
維
新
後
、東
北
の
殖
産
興
業
が
重
視
さ
れ
、そ

の
物
流
を
担
う
ル
ー
ト
と
し
て
整
備
さ
れ
た
の
が
現
在

の
国
道
四
号
、那
珂
川
を
渡
河
す
る
初
代
晩
翠
橋
は

一
八
八
四（
明
治
十
七
）年
に
架
け
ら
れ
た
木
橋
だ
っ

た
。初
代
は
六
年
後
に
洪
水
で
流
失
、そ
の
後
も
架
け

替
え
が
行
わ
れ
現
在
の
晩
翠
橋
は
一
九
三
二
年
に
竣

工
し
五
代
目
に
当
た
る
。従
前
の
橋
は
十
数
㍍
上
流

側
に
架
け
ら
れ
て
い
た
。川
幅
が
狭
く
前
後
の
取
り
付

け
道
路
が
急
カ
ー
ブ
、急
こ
う
配
で
那
須
御
用
邸
へ
の

道
筋
に
も
当
た
る
こ
と
か
ら
通
行
の
危
険
を
回
避
す

る
た
め
に
現
在
の
位
置
に
変
更
さ
れ
た
と
い
う
。鋼
ブ

レ
ー
ス
ト
・
リ
ブ
・
バ
ラ
ン
ス
ド
・
ア
ー
チ
形
式
、橋

長
一
二
七・八
七
㍍
。ブ
レ
ー
ス
ト
・
リ
ブ
は
強
度
を
増

す
た
め
の
ト
ラ
ス
構
造
、中
央
の
支
間
と
橋
の
両
端
に

当
た
る
側
支
間
を
連
続
さ
せ
て
均
衡
を
保
つ
バ
ラ
ン
ス

ド
・
ア
ー
チ
、そ
の
構
造
的
な
調
和
が
那
珂
川
の
清
流

と
河
岸
の
松
の
緑
に
映
え
る
。

　
設
計
は
内
務
省
土
木
局
の
技
師
永
田
年す

す
む

、当
時

三
十
三
歳
の
俊
英
だ
。設
計
補
助
に
当
た
っ
た
同
省

の
富
樫
凱
一
は
現
場
に
立
ち
、施
工
に
も
携
わ
っ
て
い

る
。富
樫
は
後
に
東
名
高
速
道
路
の
全
線
開
通
、本
州

四
国
連
絡
橋
の
完
成
に
尽
力
し
文
化
功
労
者
に
選
ば

れ
て
い
る
。施
工
は
浅
野
造
船
所
。現
場
で
の
基
礎
工

事
と
工
場
で
の
上
部
工
製
作
を
並
行
し
て
施
工
が
進
め

ら
れ
た
と
い
う
。こ
の
形
式
の
橋
梁
は
他
に
埼
玉
県
秩

父
に
架
設
さ
れ
た
荒
川
橋
だ
け
だ
。土
木
的
に
も
そ
の

価
値
が
認
め
ら
れ
二
〇
〇
二
年
、土
木
学
会
選
奨
の
土

木
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。

　「
晩
翠
」に
は「
冬
に
な
っ
て
も
木
々
の
緑
が
変
わ

ら
な
い
」と
い
う
意
味
が
あ
り
橋
名
の
由
来
に
な
っ

た
と
す
る
説
が
あ
る
。国
道
四
号
は
一
九
七
八（
昭
和

五
十
三
）年
に
県
道
黒
磯
高
久
線
と
な
り
、現
在
は
主

要
地
方
道
西
那
須
野
那
須
線
と
な
っ
て
い
る
。車
で
晩

翠
橋
を
渡
ろ
う
と
す
る
と
眼
前
に
美
し
い
赤
松
林
や

那
須
連
山
が
広
が
り
、こ
こ
が
橋
で
あ
る
こ
と
に
ほ
と

ん
ど
気
付
か
な
い
。美
貌
の
橋
は
今
や
地
元
に
溶
け
込

み
、日
常
に
欠
か
せ
な
い
生
活
道
路
の
一
部
と
な
っ
て

い
る
。
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晩翠橋は右岸のたもとから河岸に降り立ち、その雄姿を間
近に見上げることができる。アーチ部の基礎橋台が両岸に
2基設けられている。これほど巨大な橋梁を両岸の橋台と
このアーチ橋台で強固に支えている。この地点からアーチ
リブに沿って対岸に視線を移していくとその姿の優美さが
胸に迫ってくる
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